













































































































































長崎純心大學博物館・ 歴史文化博物館・長崎大學經濟學部醫學部等である。純心大學とも關聯の深い大浦天主堂敷地内の舊羅典神學校には、 の無い唐文 木が展示されてゐる 展示では「浦上四番崩れ」と題し
( 平成二十一年四月十一日最終確認
) 、明治初年の禁教札としてゐ

































一。南蠻醜類、妄りに酋種耶穌を以て偽って を立て、法を煽し民を惑はし邪を倡へ正に逆らふ 罪惡天にはびこり、以て備さに述べ難し。是れに由り本朝歴年嚴しく杜禁を加へ、其の黨を勦絶す。向き 竊かに商船に附して來たる者有り 悉く罪誅を經て なほ阿媽港の發舟通商を革す、實に其の根苗を除かんが爲めなり 茲に爾ぢ唐山及び各州府の商船 長崎に輻輳すること計れば已に年有り。互ひに相ひ貿易するの道、市賈の便 各々宜しく愼しんで爾が分を守り、國に入りては禁を知 、恪しんで法禁に遵ひ、毫の犯すを致す勿るべ 。倘 邪黨藏匿して來たる者有らば、獨り其の原惡を誅する
のみならず、禍ひ船衆に延び、まさに同罪を




類を附さん。隱藏して載せ至る者は 原惡 罪に處すること科有り、なほ た 將りて滅壞し、其の貨物を沒し、必ず纖容せざ ん。閒まもし稍や知 て出 すれば 惡同黨 論ずる無く、まさに輕重に照ら 行賞すべ 。
 
一。各船の人衆の中、或は密かに蠻惡の賄賂 受くる有り、謀りて妖類に合し 誘ひ 唐話を學ばしめ、唐衣を着けしめ、混載 、事或はこれ らん。爾ぢ船主等、合に彼地きて預め先づ査べ詳かにすべし 設ひ一二の週ならざる有 、誤載して來たるも 洋中に至るに及んで知覺せば 續いて長崎に到るの日、宜しく當に速やか 首すべ 。則ち同謀及び船衆等を論ぜず、既に其の罪 恕し、併せて重賞を行なはん
 




























































































































































「和漢寄文」 「譯家必備」 「長崎御役所留」は他にも寫本多數各地に せられるが、今囘は
力及ばず閲覽し かった。
 





















一。諸船人衆の内、或は南蠻人の賂ひを受け、邪黨に合躰致し、唐人言葉を習ひ、唐人の衣服を着し、唐 に混入せしめ來たる事これ有るべし。船頭ど 、彼の地 於い 前以て吟味を遂ぐべし。若し吟味 及ばず て乘せ り候へども
、洋中に於いてこれを知らば長崎に着津の節、






















































































































の者は先年悉皆斬戮し、且つ其の徒、阿瑪港より發船渡海の事 既にこれを停止す。自今以後唐船若し彼の徒を載せて來たる有らば、則ち速やかに其身を斬し して同船の者も亦た當に誅に伏すべ 。但し縱ひ同船の者と雖も告て匿さざれば、則ちこれを赦して褒賞すべき事
 























































































































































































































































































































































































































































『唐船、崎に至りて貿易するに、重禁する者邪教に如くは莫し 仍ほ唐船徃來して、 惡黨の人を混載するを恐る。况や來 所の者、南京福州等の處を出でず、故に爾ぢ三寺が住持、凡そ唐人の岸に上り寺に入り、香を燒き佛に禮する
には、必ず須らく嚴査し 、辨ずること明白
なるを得べし』と。又た此の禁條を給し 張掛して寺 在り 永遠に流傳せしむ。後ろに抄白す。 『上の令旨 奉ず 南蠻廟
( 即ち天主教なり
) に進むを禁革するの事の爲なり。ひそかに見る、
























































一、日本切支丹宗旨のやからに密通致し 或は書簡・荷物 或は切支丹宗旨の道具等 船中のものどもひそかに頼まれ持ち渡る事これ有る
し。或は船頭・客、或は水主にても、其の由


































制禁なさる。彼の惡徒ひそかに來たれば、悉く皆な罪に行なはる 其 上阿媽港に發船渡海の事も既に停止になされ候ふ 然れども今に於いて
も唐國の商人、毎年長
崎に往來、賣買絶えざ









































嚴禁也。若有載彼邪法徒来者 速誅戮之 而同舩者亦可伏罪。縦雖同舩者 告而不匿、則赦之可褒賞事。
 



































































































































































































天主教の人を化するは、昔其の へを以て東國に なはる これに惑ひ、舉國狂ふがごとく、潢池の思有り。後に事發し 帆を揚げて將に逝かんとす に 覺してこれを追へば 從ふ者半ばを過ぎたり。乃ち矢石を以て分撃し、盡く其の類を殲す。今永く人 化する 禁じ、山より船至るや、例として告示を讀むと銅板を踏
むとの二事有り。告示中に大畧天主邪説の非





































































































































































































同もみな同音異體の字である。唯一別音とな のは「唐話」と「唐語」のみである。話と語とだけならば、讀み上げで異なっ も全く碍げ無い。凡そ長崎唐通事關聯の現存寫本は字の異同が多く、この寫卷のやう 一致度の高いも は稀
少である。恐らく唐船に掛けた現存榜木を背



















































行が興福寺藏榜を江戸に對し隱瞞してゐた いふ前提で 無い限り、兩榜ともに不滿だったといふことにならう。興福寺藏榜は唐文と 拙劣
といふ程でもないので、不滿が有るとすれば







の現場では鵞峰改榜の内容文章兩面に不足を感じ、新たに和文草案から唐文譯した が南蠻醜類榜といふことになる。 【資料八】の第三通 れを録するの 、江戸で老中に申し渡されたわけではなく、現場用として一處に録してお ただけのことと る 【資料八】 「長崎御役所留」は長崎側で作成した文書集である。三通 始
めに弘文院より給付と題するのは「壁書」に












































ったので、長崎側の裁量で實用的な榜文を使ふことができたが、政權安定とともに次第 自由裁量が効かなくなり、幕府權力強化の一環として唐館が創設された際に 、江戸差遣の羅山撰榜を使はざるを得なくなったのだらう。今 つ
は徳川初葉はキリシタン厲禁の時代であり、市













































































































































































































山撰榜は第二に黜けられて「江戸より差し遣はさる と註するのみで、唐館門前に立てたと書かれてゐない。これは立てられなかったの はなく 唐通事の眼中で輕い扱ひだっ いふことだらう。凡そ「和漢寄文」内の史料は各卷ごとの内で概ね年代に從って列せられ 和文のの唐文には必ず「翻文」と題するが、獨り羅山撰榜のみ翻文と題しない。江戸の譯文であって通事 翻 と 別扱ひといふことである。榜末には寛永十八年と署年 更に寛文年間 差遣はされたと註する。寛永寛文はと に延寶より前の年代である。江戸 權威と の鎖國とを代表する羅山撰榜を差し置いて、延寶の南蠻醜
類榜を卷頭に録するのはかなり重い扱ひであ




り少し前のものと分かってゐた可能性が高い。 「和漢寄 の盧草拙の序と、 「松宮觀山集」解題
( 國民精神文化研究所、昭和十年
) とによれば、觀山は享保年間に長崎奉行所で勤務した際に































































とは奧船のことである。唐 は發 地により俗に口船・奧船に分けて呼ばれ 後に兩者の中間が中奧船と呼ばれるやうになった。口船は概ね南直隷
( 江蘇・浙江
) の發だが、福建・臺灣まで










































によれば、三唐寺への唐僧 渡來は元和寛永 間より肇まり、享保七年 大鵬・伯珣兩禪師及び享保八年の竺庵禪師を以て絶える。 任の唐僧招聘の書翰 享保十一年に幕府よ 清朝三所の寺に送ったが、それに關して享保十三年から十六年まで福州萬福寺で詐欺事件 起こ 、また享保二十年には杭州福嚴寺から返翰が屆 、餘計の利分を要求したといふ。よって曰く「年來唐人ども往返僞計 して實義無きゆゑ」招聘 こと「滅却せり」とのこ である。こ やうに詐欺などの原因で高僧を得られなくなっ 背景と
して清朝に於いて臨濟宗法脈が衰微したこ









































































( 木津佑子「 『唐通事心得』譯注稿」 、京都大學文學部研究紀要第三十九號、平成
十二年三月、頁一至五十、でこれを搗の誤とするのは誤り。ちなみに同頁の「伏義」も「義に伏して」と譯するが、仗義の誤りである
) 。及び數十年前に兵器密賣の罪を犯した伊東について



























ある可能性は極めて低い。第二に上記のやうに阿喇布坦や十四皇子に關する風説を事實のまま述べてゐるが、通事の作ならば建前だけでも秘密保持のために少し書き換へる筈である。後述の「譯家必備」 その好例である 三 文中に呉語特有 音誤が散見する
( 左註二
) 。第四に
第四十五丁では南京の秀才五名が郷試に合格したことを述べ が、江南郷試に合格する秀才は百名以上の筈だから、五名とは明らかに南京江寧府の秀才 ある。恐らく作者は鎭江・丹陽附近の生まれで、隣接の大府江寧 熟知し關心を持ってゐたか、或 呉語地區の生まれで南京に長く居住してゐたと思はれ 。一般的には前者の可能性が高い。第五 若い唐通事が唐館滯留の不遇の大文人に教へを乞 うとしないことを批判し、目下の長崎で雅俗兼通 大物通事を探さうとしてもほとんど得られないと嘆く
( 左註三
) 。恐らくこれは自身の觀察であり、作者は長
崎でふる顔に屬し、舊世代の唐通事との交際も有ったと分かる。第六に小説中二箇所で崑曲に言及する。崑曲は呉語地區の文人 娯樂 ある。江東から來航した文人 唐館内で崑曲をたしなまない筈はないが、しかし長崎で崑曲が唱演されたといふ 確 記載はこれま 管見 這入らない。唐話辭書にも清俗紀聞にも「崑腔」 有
るが、長崎で唱演したといふ記載ではない。
崑曲といふものは一地方 曲調といふ社會的地位を超えてをり 崑曲 呼ばれず單に曲と呼ばれることが多いといふのは戲 史の常識である。そのため崑曲の 以て長崎史に留まらなかったと思はれる。日本育ち 唐通事がたとひ崑曲
を耳にしても、崑曲といふ呼び名を以てその









薄弱なので今後別の機會に反證したい） 當然南蠻醜類榜の禁令を熟知する人物だら 。 【資料九】の引文を南蠻醜類榜と比較すると、兩者の内容は概ね一致する
( 左註四
) 。ことに「南蠻醜
































































































































































佳話「南蠻醜類、敗壞綱常」 、南蠻醜類榜「南蠻醜類」 「煽法惑民 倡邪逆正
 
佳話「或者 和尚・南蠻人、或者天主教的書帶來、須要速々報出來」 、南蠻醜類榜「密附妖書器物之類、隱藏載至」 「宜當速首
 































































































































































































































































































































































































































































































館衰退期に唐人中の富裕者が「外夷附屬」となって西洋人を利用する商取引に向 った經過前記菱谷武平「長崎外國人居留地の研究」で詳しく研究されてゐる。官梅林 は二百年前から日本人だが、富裕な唐人 交際のある家庭環境 あり、漢文譯書が身近だったのみならず、西洋文明の信奉者にもなり易かった筈で 。
能がプロテスタントを信仰したのは富裕層の
人脈として有り勝ちなことだが、他の唐通事中にカトリック信仰に這入った人 が有 た 假定すれば、その人物が禁教時代の紀念物として榜木を 浦天主堂に持ち込んだ可能性を想像きる。或は贖罪の目的で持ち込んだかも知れ い。當時のカトリック信徒はほとんどみな隱れキリシタンばかりだったから、中にもし 通事家系 人物が紛れ込ん ゐれば 信仰するに至った經過は考察に値ひする。また唐通事會所 幕末に解散す 當って書類や所有物がどう處理され かも知る必要が有る。長崎學專門家の研究を待ちたい。
 
 （終）
 
  
